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　高岡市と富山大学芸術文化学部の連携の一環のこのプ

ロジェクトは、「金屋町楽市」開催や、「高岡クラフトコン

ペ次世代ビジョンの創出」などからやや一線を画し、市役

所内およびその対外的なスタンスの中に｢高岡市のアート

マインドの醸成 ｣を目的とした教育プログラムであり、平成

20年度にスタートした。

　主たる目的とするところは、

① 高岡市が計画、実行する諸施策において、芸術性、デ

ザインカの向上を通じて市民、来訪者と「共感」でき、

② 市が発信する情報、刊行物における芸術性、デザイン

性の向上を目指し、さらには

③ 「高岡アイデンティティ（わかりやすい “らしさ”）の形成」

を目指すものである。

　初年度は、高岡市の刊行物を基にした具体的な事例研

究と、それら発信情報がその効果を最大限に発揮し市民の

人たちに確実に受け取られるための基礎となる、種々の知

覚のメカニズム、市政担当者としての情報伝達の在り方な

どをセミナー形式で新入職員を対象に実施した。

　さらに次年度として各部署で実践的に業務を行う職員を

対象に、より分かりやすいコミュニケーションツールの理解

とその技法獲得を ｢仮想課題 ｣を通し、さらに高岡市刊行

物の ｢市民と市政 ｣の改善を具体例として研修セミナーを

実施した。

　以下はその要約である。

１）セミナーの進め方および流れ
　中堅および実質的に市広報関係に携わる職員を対象に

セミナーを展開、対象数は合計 20名、計 8回のセミナー

を2カ月にわたり実施した。

　市役所内外への発信メッセージの品質向上をテーマと

し、具体的な事例を取り上げ演習を実施。 

また市の基幹刊行物「市民と市政」を具体的な題材とした

過去、現在、未来へとつながるメッセージの 一貫性を模

索する活動を特定部局の職員と行う二本立てのプログラム

展開を行った。 

２）具体的実施内容
① チームＡ実施内容（参加メンバー15名）

PPT 作成実習（1）

・  高岡の観光 PRをテーマに「こられんか高岡へ」を以

下の実際にある

１）潮風の町をめぐる 

２）万葉線（“こみち ”）で小さな旅 

３）瑞龍の道をめぐる 

４）古城の森をめぐる 

５）ふるさと高岡の祭り 

６）私のおすすめスポット 

７）美味いまち高岡 

の具体的なテーマから選択し、約 5枚の PPTスライドを作

成し、情報量の適正化、見やすさ、判りやすさなどのコミュ

ニケーションの基礎を理解、同時に芸文学生の作成したも

のとの比較から、PPT 作成の基本を学習し、各々の評価と

修正を再度実習形式で実施。

PPT 作成実習（2）

・  第二課題として、新人職員研修に使用する「接遇ハ

ンドブック（まごころ）」を題材に取り上げ、研修導

入部の簡略な概要説明の在り方を検討する中で、実

際に使用するPPTを作成した。 

・  この演習を通して、企画意図を簡潔に相手に伝えるた

めのビジュアル、図表などの視覚情報をベースとした

コミュニケーションの有効性を体得できた。

② チームＢ実施内容（参加メンバー5名）

｢ 市民と市政 ｣の改善を試みる

・ 収集された全国の行政府発行の「市民と市政」に類

する刊行物数十点を調査し具体的な評価分析から、

そのポイントとその効果をまとめた。

・  上記課題によって得た評価結果をもとに、高岡市刊行

の「市民と市政」に対する改善具体例を作成。実務

アート・デザインマインドの醸成のために
富山大学芸術文化学部教授　　松原　博

Art Design
project

グループディスカッション風景



Bulletin of the Faculty of Art and Design,University of Toyama,Vol.5,February 2011 31

担当者ゆえの具体的な制約の厳しさもあったが、紙面

構成の在り方にポイントを置いたものとした。

・  添付は、セミナー実施以前のH19 年 7月発行、およ

びセミナー実施後のH20年４月発行の ｢市民と市政｣

の表紙と内部ページである。

・  表紙は大きく扱った写真、レイアウトの整理から、シ

ンプルではっきりとしたものに、また内部ページは縦

横混在するレイアウトの整理と２色刷りによる見やす

さの向上を図ることができた。

３）最終セッション
・  Ａチーム、Ｂチームの成果発表をもとに、実践セミナー

の振り返りと課題の整理を実施。

・  種々の作成技法に加えて刊行物が具備すべき情報の優先

順位とそのボトムラインはどこまでか、「だれ」が「なに」

を ｢だれ」に伝えるか。

・  今後メディアはどう変化するか、そしてその影響はどう

なるか ( 発信媒体の変化）と高齢化する市民の新しい

メディアへの対応能力をどう考え使い分けるのか。

・ 市発信情報が目指すべき格調や品位とはなにか

などを議論する中から、現場担当者として対応できる技術

的内容と、高岡市の方針事項として戦略的に管理されるべ

きことに類別されること、特に後段の重要性についての認

識をセミナー全体の共通理解とした。

今後の計画
　活動の３年目はこの２年の活動をもとに、「アートマイン

ドの醸成 / 高岡市は何ができて何が今後の課題か」のテー

マのもとに上級職員の意識改善プログラムを実施し、新入

職員、中堅実践職員と続くプログラムの仕上げとする。

全国の自治体刊行物 プレゼンタイムキーパー


